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人間科学・基礎看護学
基礎看護学研究室
教 授高間静子
助教授上野栄
助 手横田恵子
⑥ 研究概要
1) 看護の対象の身体的・心理的・社会的要因・環
境的アセスメントの評価と尺度の開発
2) 看護職者の適性・能力・意欲・満足度・倫理等
の評価方法の開発
3) 内容分析による看護理論の分析・教育評価
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